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54 調査と研究 第3号 (1992.10)





















































































































































































































みた ｢ブルジ ョア的牧歌説｣にぴった りと重
なっていることはいうまでもなく,また,そこ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お わ り に
本書 『経済学と歴史変革』はまことに大著と
呼ぶにふさわしい｡世紀転換を間近に控える20
世紀末の資本主義的現実を凝視しながら,マル
クスによって獲得された,あるいはマルクスに
よってはその諸断片しか残されなかった人間解
放の理論と思想の核心を残りなく延らせ, ｢資
本主義的生産-生活様式｣の過去 ･現在 ･未来
を,したがってまた,｢労働する諸個人｣の
｢観念 ･表象 ･意識の生産過程｣をも含めた
｢人間の物質的 ･精神的生活の仕方 ･様式｣の
総体,つまり ｢生きて活動する諸個人としての
生きざま｣の過去と現在とそしてかれらの ｢最
終的解放｣にむけての未来を,一冊のうちにみ
ごとなまでに凝縮して体系化している｡
本書はその意味で単なるいわゆるマルクス解
釈ではない｡著者尾崎さんによる,20世紀末の
現実のうちにより一層鮮やかに,より一層深刻
に展開する,いわばマルクス的世界といってよ
いものの発見 ･再構成である｡ 就中,｢自由な
社会的個人｣がそのあらゆる諸契機の主体であ
り,かれら自身がそれを体現する ｢運動態｣と
しての未来社会を,許されるぎりぎりの範囲ま
で理論的に解明して体系的に叙述していること,
これは尾崎さんの独自的生産物である｡ いや,
20世紀末の現実と格闘する著者にあってはじめ
て体系的に獲得された理論 ･思想といってよい｡
本書に措かれている世界は,そこに展開され
る人間解放の理論と思想は,日本における資本
主義発展と,そのいわば ｢近代化｣過程に生起
してきた思想- 著者が最良のジャパニーズ･
イデオロギーと評価する大塚史学-類型論的比
較経済史,あるいはそのうえに盛行する市民的
マルクス理解 ･市民的社会主義論- との格闘
･超克のなかで獲得されてきたものである｡ し
たがって本書は日本の現実と思想の批判のうち
より生まれてきたという意味で独自的産物であ
る｡ しかもそれは,経済学の,つまり一般理論
の陶冶として,今では世界の資本主義のいわば
最先端を走っているともいってよい日本資本主
義の現実を念頭にしながら果たされているので
ある｡
本書が提示する世界は,日々労働する個人の
息づかいから社会の全面をおおう人びとの生産
-生活過程の総体におよび,しかもその過去 ･
現在 ･未来にわたるものである｡ 書評をめざし
ながらそうならずに,本 ｢小論｣が小ならぬ大
部な紹介文的なものとなったのは,本書に示さ
れる,長きにわたる理論的 ･思想的格闘の深み
から獲得された,著者の到達した世界の広さ･
大きさと確信の深さを,筆者なりに著者のあと
を迫って可能なかぎりわがものにしようとした
からである｡ とはいえ,本 ｢小論｣は,その広
さと深さにおいて道半ばと自覚している｡ いや,
著者の措いている世界,著者が獲得した理論と
思想を曲げてとらえているかもしれない｡著者
の海容を乞うとともに,読者が本書それ自体を
通して著者と対話されることを切望する｡ 本
｢小論｣が,読者によるそうした対話になにほ
どか役立てば望外のよろこびである｡
(青木書店,1990年)
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